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１.

〇 基本理念

　　次の世代が健康で豊かな生活を安心して営めるよう、環境保全を重要課題

　の一つとして位置づけ、これからの社会環境づくりに積極的に参画します。

〇基本方針

　　当社が行う事業活動における環境への影響を理解し、環境負荷を出来る

　限り少なくするために、以下の活動に積極的に取り組みます。

1.　環境経営目標を定め、定期的に見直し、継続的改善に努めます。

2.　以下の項目を重点目標として取り組みます。

・ 二酸化炭素排出量の削減

・ 廃棄物の削減、及びリサイクルの推進

・ 水使用量の削減

・ 環境を配慮した施工、サービスの提供

3.　事業活動に関わる環境法令、条例、その他要求事項を遵守します。

4.　地域での環境保全活動、社会貢献活動に努めます。

5.　この環境経営方針を、全従業員に周知するとともに社内外に公表します。

制定日： 2009年 10月 1日

改定日： 2020年   7月 1日

宍喰建設工業株式会社
代表取締役 　谷口　美徳

環境経営方針
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１． 事業所及び代表者名

宍喰建設工業株式会社

代表取締役　谷口　美徳

２． 所在地

本社 (事務所・資材倉庫） 徳島県海部郡海陽町宍喰浦字松原81番地2

生コン工場 (事務所・プラント） 徳島県海部郡海陽町久保字板取213

(資材倉庫） 高知県安芸郡東洋町野根丙2828-2

県南石油 徳島県海部郡海陽町久保字板取243-301

３． 環境管理責任者及び担当者

管理責任者 山﨑　裕督

担当者 仲野　了代

連絡先 TEL　0884-76-2023 FAX　0884-76-3428

E-mail　koumu＠sisiken.co.jp

URL　   https://www.sisiken.co.jp

4． 事業内容

総合建設業 ＜土木、建築、とび・土工、しゅんせつ、水道施設、解体 工事業＞

レディミクストコンクリート製造販売

コンクリート二次製品（ドリームブロック）製造販売（2023.5月末で終了）

ガソリンスタンド

５． 事業の規模

資本金      20百万円

売上高 886百万円 (2022年度）

延床面積

従業員

6． 事業年度

７月１日～６月３０日

７． 認証の対象範囲

全組織・全活動を対象

レポートの対象期間 及び 発行日

期　間：2022年7月1日～2023年6月30日

発行日：2023年9月8日　（次回発行予定：2024年8月）

4人29人 14人

15.44ｍ2 396.5ｍ2 246.05ｍ2 450.0ｍ2 91.0ｍ2

２. 取組の対象組織・活動

本社 生コン工場

事務所等 資材倉庫 事務所等 資材倉庫
県南石油
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・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムに関する経営資源の確保

・環境管理責任者の任命

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し・指示

・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの運営・実施・管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

・環境管理責任者の補佐

・環境負荷及び環境への取組の自己チェックの実施

・システムに関する文書及び記録の作成

・環境関連法規等の取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成・公開（地域事務局への送付等）

・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況も報告

・特定された項目の手順書作成及び運用

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置

・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

協力業者 ・環境への取組の協力を要請

全従業員

３.組織図 及び 役割・責任権限表

役割・責任・権限

代表者(社長）

環境管理責任者

環境事務局

部門長

代表者（社長）

環境管理責任者

環境事務局

工 務 部

総 務 部

現場作業所 協力業者

（給 油 部）

県 南 石 油
（生コン部）

宍喰生      工場
本 社 資材倉庫

－ 3 －



４．環境経営目標及びその実績

　　　　＊本社・生コン部の目標及び実績。給油部は行動目標をたて活動。

　　　　＊評価： ○　達成　　×：未達成

　　　　＊基準値は 2018年度の実績。

【本社（工事現場も含む）】

2018年度 2022年度

CO2 総排出量　　kg-CO2 429,670 295,242

廃棄物排出量

　一般廃棄物　　ｔ 0.60 0.416

　産業廃棄物（再資源化率 100％） 97.6％ 100%

総排水量　　　　ｍ3 474 160

※排出係数は 0.532kg-CO2/kｗh（四国電力　調整後の係数）

※下記、目標・実績の表には灯油のCO2排出量は含まない。（次年度から灯油も含める）

【本社（事務所）】

2023年度 2024年度

目標 目標 目標
(基準値の▲5％) (基準値の▲6％) (基準値の▲7％)

CO2排出量　計　　(㎏-CO2) 14,979 14,230 18,466 × 14,080 13,930

電力によるCO2排出量 5,565 5,287 6,254 × 5,231 5,175

燃料によるCO2排出量　 9,414 8,943 12,212 × 8,849 8,755

一般廃棄物排出量 （ｔ) 0.60 0.570 0.416 〇 0.564 0.558

水使用量　　 　 　(ｍ3） 165 157 120 〇 155 153

【本社（現場）】

2023年度 2024年度

目標 目標 目標
(基準値の▲5％) (基準値の▲6％) (基準値の▲7％)

CO2排出量　計　　(㎏-CO2) 414,691 393,956 275,755 〇 389,810 385,663

電力によるCO2排出量 5,168 4,910 7,739 × 4,858 4,806

0.1056 0.1003 0.1280 × 0.0993 0.0982

燃料によるCO2排出量　 409,523 389,047 268,016 〇 384,952 380,856

8.366 7.948 4.432 〇 7.864 7.780

水使用量　　 　 　(ｍ3） 309 294 40 〇 290 287

※原単位当たりの指標：㎏-CO2／万円

　2018年度売上高：48,950万円／2022年度売上高：60,474万円

■CO2排出量の３年間の推移 (基準値)

［原単位当たりの指標］

［原単位当たりの指標］

項目

基準値

2022年度

評価

基準値

2022年度

評価

年度

実績

実績項目

項目

年度

電力 電力 電力

燃料
燃料

燃料

2,020 2,021 2,022

本社（事務所）

2,020 2,021 2,022

現場（電力）

2,020 2,021 2,022

現場（燃料）
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【生コン部】

2018年度 2022年度

CO2 総排出量　　kg-CO2 128,956 149,932

廃棄物排出量

　一般廃棄物　　ｔ 0.16 0.40

　産業廃棄物（再資源化率 100％） 100％ 100％

総排水量　　　　ｍ3 5,655 4,936

※2018年度　排出係数： 0.571kg-CO2/kｗh（大和ﾊｳｽ工業㈱　調整後の係数）

　2022年度　排出係数： 0.491kg-CO2/kｗh（㈱U-POWER　調整後の係数）

※下記、目標・実績の表には灯油のCO2排出量は含まない。（次年度から灯油も含める）

【生コン部】

2023年度 2024年度

目標 目標 目標

(基準値の▲5％) (基準値の▲6％) (基準値の▲7％)

CO2排出量　計　　(㎏-CO2) 128,956 122,508 148,767 × 121,219 119,929

電力によるCO2排出量 72,964 69,316 65,314 〇 68,586 67,857

5.870 5.577 3.204 〇 5.518 5.459

燃料によるCO2排出量　 55,992 53,192 83,453 × 52,632 52,073

4.505 4.280 4.094 〇 4.235 4.190

一般廃棄物排出量 （ｔ) 0.161 0.153 0.401 × 0.151 0.150

水使用量　　 　 　(ｍ3） 5,655 5,372 4,936 〇 5,316 5,259

※原単位当たりの指標：㎏-CO2／ｔ

　2018年度出荷量：12,430ｔ／2022年度出荷量：20,385ｔ

※資材倉庫分は含まない。

■CO2排出量の３年間の推移 (基準値)

評価

［原単位当たりの指標］

［原単位当たりの指標］

実績

年度

項目

項目

基準値

2022年度

2,020 2,021 2,022

（電力）

2,020 2,021 2,022

（燃料）
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５．環境経営計画の取組結果とその評価

(2022年7月～2023年6月）

数値目標 活動

事務所 × 〇

現場 × 〇

生コン部 〇 ◎

給油部 ― ◎

事務所 × 〇

現場 〇 〇

生コン部 〇 ◎

給油部 ― ◎

事務所 ○ ◎

生コン部 × ◎

給油部 ― ◎

現場 〇 ◎

生コン部 〇 ◎

給油部 ― ―

事務所 〇 ◎

現場 〇 〇

生コン部 〇 ◎

給油部 ― ◎

給油部 〇

※ 数値目標 ： ○　達成　　×：未達成

※ 達成状況 ： ◎　できた　○：ほぼ出来た　△：やや不十分　×できなかった

※ 一般廃棄物の削減の事務所には現場も含む。

環境教育

・従業員、協力業者への環境教育実施

・必要に応じて講習等に参加

全部門 ― 〇

朝礼等で周知。引き続き環境教育を行

い、講習等で得た情報を共有する。

協力業者にも情報を展開する。

環境配慮

・工事の効率化

・県産木材・県内産資材の優先使用

・環境配慮型施工の提案

・環境に配慮したｻｰﾋﾞｽの提供(ｴｺﾀｲﾔ等)

現場
―

〇

施工方法の工夫により進捗率が上がり

工期短縮に繋がった。また環境負荷の

少ない材料の使用、超低騒音型の重機

を使用することで環境保全に努めた。

社会貢献活動

・ｱﾄﾞﾌﾟﾄ、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻﾎﾟｰﾄ活動
全部門 ― ◎ 達成。

一般廃棄物の削減

・分別の徹底

・使用済み用紙の再利用(印刷ﾐｽをなくす)

・電子ﾒｰﾙの活用

ダンボール・缶・ペットボトル・新聞

等の資源ゴミは町の分別収集、小中学

校の廃品回収を利用。また書類の電子

データ化やメール・クラウドの活用も

定着してきた。

産業廃棄物の講習会で情報収集に努め

るなど、取組は評価できる。

産業廃棄物の削減

・分別の徹底

・ﾏﾆﾌｪｽﾄの適正管理

水使用量の削減

・節水活動

・洗車時など使用時の節水意識の向上

・練り混ぜ水に回収水を利用＜生コン部＞

各部門とも活動は定着している。

数値目標も達成できた。

活動は継続する。

活動内容
達成状況

取組結果とその評価

電力による二酸化炭素削減

・ｴｱｺﾝ温度管理／ﾌｨﾙﾀｰ清掃

・ｴｱｺﾝ点検

・必要以外の照明消灯

各部門の目標に向け、各自が削減を心

掛け活動しているが数値目標には思う

ように結びつかない。基準値は設定か

ら５年経過しており、その間社会情勢

や状況も変化しているので一度見直す

必要がある。

それぞれの活動は定着しており、取組

結果は適切であると評価できる。

今後も目標達成へ向けて活動する。

燃料による二酸化炭素削減

・エコ運転の推進／車両点検・整備の徹底

・現場へは乗り合わせて移動

・小型車活用＜生コン部＞

・配車は最短ｺｰｽで効率よく＜給油部＞
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６．次年度(2023年度)の取組内容

（※）基準値を見直した場合、基準値の▲1％

項 目

二酸化炭素排出量の削減

　　基準値（2018年度）の▲6％（※）

電力による二酸化炭素削減

・ｴｱｺﾝ温度管理／ﾌｨﾙﾀｰ清掃

・ｴｱｺﾝ点検

・必要以外の照明消灯

燃料による二酸化炭素削減

・エコ運転の推進／車両点検・整備の徹底

・現場へは乗り合わせて移動

・小型車活用＜生コン部＞

・配達は最短コースで効率よく＜給油部＞

環境教育

環境配慮

社会貢献活動

一般廃棄物の削減

　基準値（2018年度）の▲6％（※）

産業廃棄物の削減

　再資源化率 100％

水使用量の削減

　基準値（2018年度）の▲6％（※）

・ｱﾄﾞﾌﾟﾄ、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻﾎﾟｰﾄ活動

・従業員、協力業者への環境教育実施

・必要に応じて講習等に参加

取組内容

・分別の徹底

・使用済み用紙の再利用(印刷ﾐｽをなくす)

・電子ﾒｰﾙの活用

・分別の徹底

・ﾏﾆﾌｪｽﾄの適正管理

・節水活動

・洗車時など使用時の節水意識の向上

・練り混ぜ水に回収水を利用＜生コン部＞

・工事の効率化

・県産木材・県内産資材の優先使用

・環境配慮型施工の提案

・環境に配慮したｻｰﾋﾞｽの提供(ｴｺﾀｲﾔ等)
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騒音規制法

振動規制法

オフロード法

浄化槽法

水質汚濁防止法

廃棄物処理法

建設リサイクル法

消防法

資源有効利用促進法

フロン排出抑制法

海陽町条例

法的義務を受ける主な環境関連法規制は上記のとおりです。

環境関連法規等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規等は遵守されていました。

また、過去３年間にわたって関係当局からの法的違反、訴訟等もありません。

８．代表者による全体の評価と見直し指示

・各自が環境保全を意識して活動に取り組んでおり、レポートも今回で№15の

　発行となった。が、その間コロナによる長期の自粛、資材の高騰や入手困難

　など会社を取り巻く状況も変化し、またICT化もどんどん進んでいる。

　もっとICT施工が活用できるように講習会に参加し情報収集する、さらには

　CCUSの導入に向けて出来ることから取り組んでいきたい。

・徳島県はぐくみ認証企業を取得し、ノー残業デーを設定するなど労働環境の

　改善に取り組んだ。

・次年度も環境に配慮した活動を実施する。 また無理無駄のない活動が出来

　ているか 、取組に問題点がないかを再確認 しながら継続する予定である。

環境経営方針 ■ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ■ 変更なし □ 変更あり　

実施体制 ■ 変更なし □ 変更あり

7.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟の有無

遵守

環境関連法規等の名称 遵守確認

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守
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 　国交書・海陽町との合同防災訓練

　'－ししくい道の駅にて-

県南石油　改装しました！

 　県との情報伝達訓練（安否確認・情報収集）

固定・携帯電話の輻輳や基地局の電源断を想定し、パケット通信による情報伝達訓練

　「すだちくんメール」「SMS（ショートメール）」を利用して

　　　　連絡系統図に沿って安否確認・参集可能状況等を把握し

　　　　県に参集可能人数と重機稼働可能台数を報告。

　　グループLINEを活用。

＊すだちくんメール…

　　徳島県の災害時の安否確認サービス

緊急事態対応訓練（実施）

仮設トイレ設置

備蓄倉庫

  点検

連絡命令系統図
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『生コン部』

BlueTecとISS装備のミキサー車

　・BlueTecテクノロジー…

　　　高い環境性能と燃費性能の両立

　・ISS…

　　　　　

『給 油 部』

★

地域貢献活動

　　　アイドリングストップ＆
　　　スタートシステムで燃料消費を抑え
　　　排出ガスも低減

国道・県道

四国遍路道

活動事例ほか

LINEで

情報発信中
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